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Cefamandoleの 臨 床 的 研 究

中 内 浩 二 ・村 山 猛

東京都養育院附属病院泌尿器科

新Cephalosporin系 抗生物質であ るCefamandole sodiumを 高 令者の複雑性尿路感染症9症 例

に計10回 投 与し,以 下の結果を得 た。なお,1回 投与量 は0.59と して1日3回 筋 肉内注射 し

た。投 与日数は原 則として5日 間連続 とした。

UTI薬 効評価基準に適用す るもの5回 の効果は著効2,有 効1,無 効2で有 効率は60%で あっ

た。細菌学 的効 果では10g/ml以上 の起 因菌のみについてみると,P.aeruginesa1株 が存続 した以

外には全菌種で陰性化がみ られ,陰 性化率は83.3%で あった。

副作用は2例 にみ られ,1例 は皮膚 発疹,他 は血算上に異常がみ られた もので,2例 とも投与中

止後正常に復 した。1

Cefamandole sodiumは,米 国Eli Lliiy社 で開発 された注

射用Cephalosporin系 抗生物質で,製 剤の安定性の 問題 か ら

諸外国 ではFormyl esterで あるCefamandole nafateと して

研究 されてい る。わが国では,製 剤技術改良によ りCefamand-

ole sodiumと して開発す ることとな った。 現在 までの検 討成績

よ ると ころの本剤の特 長は,グ ラム陽性菌 およびグ ラム陰性菌

にに強 い抗菌力を示 し,E.celi, Klebsiellaに はCEZ,CET

よ りやや優れてお りProteus vulgarisを 除 くProteus sp.,

Enterubacter sp.,Citrebacterに 対す る抗菌力も強い とい

つ。

一方,毒 性 試験では特 に顕著な毒性は 認め られなかった と言

う1,2)。

このたび,Cefamandole sodium(以 下CMDと 言う)に よ

り高令者の複雑性尿路感染症を 治療する機会を 得たので,そ の

経験を報告する。

1. 治療の対象,方 法および効果判定基準

(a) 治療対象

対象 として,1977年8月 ～1978年3月 の期間に東

京都養育院附属病院に入院中の,各 種基礎疾患を もつ複

雑性尿路感染症 の9症 例を選んだ.当 病院 の性格上,

全症例とも高令者であ り,最 高81才,最 低60才,平

均73,3才 で,男 女比 は5対4で あ る。基礎疾患 とし

てはTable1に 示 したように,前 立腺肥大症が最 も多

く,ほ かに,尿 路の各臓器の癌,神 経因性膀胱などがあ

る。

(b) 治療方法

CMDを1回 量0.5gと して1日3回 筋 肉内注射

した。投与 日数は原則 として5日 間連続 としたが,症 例

によっては4日 間ない し6日 または7日 間投与 した

もの もある、 なお,薬 剤の効果 および副 作用を調べるた

め に,薬 剤投与前および投与中止時 に,尿 細菌培養検査,

尿沈渣の検鏡,血 算,生 化学,肝 機能お よびCRPの 検

査を行なった。また,何 らかの臨床症状のある場合には

注意深く観察 して,効 果な炉 し副作用との関連を検討し

た。

(c)効 果判定基準

薬 剤の 効果判定基準は 原則と してUTI薬 効評価基

準3)に 従 ったが,一 部の患者条件にあてはまらない症例

について,自 分な りの判断を加えてみた ものもある。

2. 治療成績

(a) 総合効果判定(Table1)

9症 例の うち1症 例に対し ては2回 の治療を行なっ

たので,治 療経験は計10回 とな った。 しかし,こ のう

ち薬剤投与前の検査で菌数104/ml未 満や膿尿なしなど

UTI薬 効評価基準の患者条件に適さないものが5回 あ

ったため,総 合効果判定は5回 の 治療経験 について行

な ったが,こ の結果,著 効2.有 効1.無 効2で 有効以

上の有効率は60%で ある.

脱落症例のうちT.S.症 例では,検 鏡においても明ら

かに桿菌のみ非常に多数み られた症例で,治 療後これが

陰転 した ところか ら有効 としたい 症例であり,ま た,

T.I.症 例では細菌が培養 されないなが ら膿尿の消失を

みており,F.N.症 例 では菌数3×103/ml,膿 尿(-)

であるが,他 に発熱の原因がみあた らず,治 療後解熱し

てお り,い ずれ も有効 としたい症例であ る(Fig1)。

(b) 細菌学的効果(Table2)

明 らかに105/ml以 上の起 因菌のみについて細菌学的

効果をみ ると,Table2の ように,P.aeruginosa1株

が存続 した以外には全菌種で陰性化がみ られており,陰

性化率 は83.3%で あった、なお,菌 交代ない し重感染

は酵母様真菌1株 のみであった。
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Fig.1 Case No.8, F. N., 76,〓

CRP 10+ 2+

WBC 18,100 5, 700

Table 2 Bacteriological response

(c) 副作用(Fig.2)

臨床的に症状の現われた ものに第7症 例S. K.の蕁

麻疹様の発疹があ る,注 射開始3日 目か ら手指に〓痒

感を断え発赤,丘 疹の認め られた もので,投 薬を続ける

一方,ポ ララミン投与を続 けたが,予 定通 りの期間の注

射を終了で き,発 疹はその後も抗 ヒスタミン剤などの使

用で全治 した。

臨床検査は,血 算,生 化学,肝 機能などを 行なった

が,Fig.2の ごと く1例 を除 き異常はめ られなかった.

異常 の認め られた症例はR. O.例 で,血 算において赤血

球数が376×104/mm3か ら328×104/mm3に,ヘ モ

グ ロビンは12g/dlか ら10.3g/dlに,ヘ マ トクリツ

トが35.6%か ら30.7%に といずれ も減少 したもので

あ り,白 血球像では分葉球が77%か ら37%に,リ ン

パ 球が16%か ら57%と 変化 し,血 小板は22.3×104

/mm8が34.9×104/mm3に 増加 してい るもので,こ の

間,明 らかな出血 は認め られてお らず,薬 剤の影響を考

えたい症例であ る.な お.こ の症例はその後,経 尿道的

前立腺切除術を輸血なしに行な ったが,血 算,さ らに赤

血球数,血 色素量の ごく軽度の 減少を みたのみで,以

後,全 身状態に問題 な く退院 している。

3. 考 察

高令者の複雑性尿路感染症9症 例 に対 し,CMDに よ

る10回 の治療経験を得 た。薬剤投与法は1日 量1.5g

を3回 に分けて筋 肉内注射によ り4日 ないし6日 間

投与 したものである.こ の結果,UTI薬 効評価 基準 に

Fig. 2 Clinical laboratory examination

B : Before

A : After
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従うと。患者条件の遺合す るものは,5回 の経験のみで

あったが,そ の総合効果判定成績 越著効2,有 効1へ 無

効2で 有効率は60%で あ った。 患 者が全症例高令者

であったこと,ま た,基 礎疾患 として,前 立腺 肥大症,

尿路各臓器の癌,神 経因性膀胱を有す ること等 々を考 え

あわすと,こ の有効率 は満足すべ きものであった。 なお,

この他の患者条件に不適格であった症例のうち,3例 は

少なくとも投薬により改善がみ られた と考えたい症例で

あった。細菌学的効果を105ml以 上の起因菌について

みると,P.aeruginosa 1株 以外あ全菌株 に有効で,1陰

性化率は83.3%で あった。副作用 として可能 性の考え

られるものは2症 例あ り,1例 は皮膚発疹,他 は血算
へ

上に異常のみ られた ものであ るが,投 与終了後にはこの

ために。特に悪い影響が残 った とは考え られなか った。
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CEFAMANDOLE THERAPY FOR AGED PATIENTS WITH

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

KOJI NAKAUCHI and TAKESHI MURAYAMA

Department of Urology, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital

Cefamandole was administered to 9 aged patients with complicated urinary tract infection in 10 chances.

 Following the "criteria for clinical evaluation of antibacterial agents of chronic complicated urinary tract

infection" settled by UTI research group, the data of only 5 chances were able to be evaluated. Of these

5 chances, the cefamandole therapy resulted in excellent in 2 patients and good in one patient, and rate of

efficacy was 60%. 3 cases of the remaining 5, which were not adapted by the criteria, seemed to have some

benefits from these therapies. From the standpoints of bacteriological response of this drug, all pathogens

more than 105 /ml except Pseudomonas were eradicated and rate of eradication was 83.3%. Possibility of side

effect of this drug was considered in two cases. One is skin eruption and the other is some changes of

the RBC counts. In both cases, no serious influence remained after cefamandole therapy.


